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論 文 の 内 容 の 要 旨

真核放物である担斬よ二核歯糸櫛1ら条件が整

えばその種特有の形態の子実体を形成する過程でありその勝斡こは生頭痛印勺にたいへん興

味が持たれる.本研殉は論文の著者の属する研究室で行われている担〒菌の子実体(キ

ノコ)形成騰勢こ関する研究の一環として計画されたものである.これまでに多数の子実

僻悌耕運拗計欄結されている訳その作用を子実体形成機構とむすて片つけて解明した

例はほとんどない.本晰まインド一明府守実体形成を引き起こすこと

が判明していた.十方cAh4Pは子実体形成に重要な役割を果たす化合物であり,カフェ

インはcÅMpを力鵬解する酵素ホスホジエステラJ呼E喝の陶窯剤としてよく知られ

ている.それゆえ,僻こおいては担苛酷スエヒロタケの子葉体形成におけるインドー

ルとカフェインの作間を明らかにすることを目的とした この目的のために,スエヒロタ

ケー核降Tll株のインドーリぬらびにカフェイン耐醐離して,交替断章口合性と

子突脚､ら,それら菌昧の形態学柁財ヒと遠慮好捕掛目について検討した研究

対象コ反り上l男ヒスエヒロタケ劇画卿肋闇脚肌用陶購粥菌のひとつであり,高等

担子菌の四極瞳彗些洒己分化遺伝子発現の研究対象としてよく用いられている･スエヒ

ロタケの二核化の制御は4つの多重対立遺臣刊4町郎挿αmd明による調節が関わる複

雑な過経である.スエヒロタケの子実体形成は一般には和合性交配の後に形成される二核

菌糸体から起こる.和合性酒己とそれに続く菌糸の有陸生良は2つの交配型因子が遺伝

的に異なるとき担≠β⇒のみ進む
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まずTll株の紺蹄鳩掛軸(15J均してインドーづレβ50-棚卸吟および

カフェイン申n頑叫を含む選択寒天培地上で化繊耐性変異抹を選抜した変異株の形態

的および遺伝㈱輔弼こついては覇鋤こより行った.次に,和合性のナ核体を交配す

ることによって二核菌糸を作出し,これらの二核障子実体から得た担子胞子を単離してを

遺伝解析を行った交配の結果できた=陵体および賢I扮=核降(半和合性脚に

子葉体形成をさせるに当たっては何種類かの†胎物を寒天培地に畜功口して,それらの効

果を評価した また培養菌糸の核および隔壁をそれぞれ4ふジアミジノ÷フェニルイン

ドーリし⊂二塩酸甑DAPりおよび仙WhiteSTで染色して蛍光顕微鏡下で観察した.

組13(インドーづ臓性血〟変異覇争巧と励(カフェイン耐性¢ノ変邑封寿司の2

種類の化合物耐性株を選抜すること‡コ戎功した‥ これら扇軋13およびC㌦っ変異囲は

それぞれインドーリレP幻J頑叫およびカフェイン中一I頑叫を含む寒天噂地上菌糸の正常生

長および抑制をする特徴を有していたいずれの変異株も非選択培地上ではフラット
勉めな菌糸形態を示し,それらの細胞内核分布は不顆則であった これらの変異部位を

解析したところ,血〟および¢ノの両変異は,月,βいずれの交配型因子にも連鎖して

いなかった.両化繊耐性変異株と化合物感受性の野l壁掛朱との和合性交配を行ったとこ

ろ,イヒ合物i召靭淵磐であることが判明した これら変異株を用いた交配

株は50～の伸也/のインドーリ即実体を形成し,それらの子実脚まジフェニ

ルアミン聖家島萄酸を添加することで促進さ批

また著者は欠のようなことを見出した親株T11也〆)は℃7申αノ陶砂刀と完全な

和合性を示すのにたいして組13,C舶とすべてのインドーリ摘性子孫株卸必,呼ノ),

カフェイン耐性罰開朱屯仙丹〆)はT37株と半和合性を示すこと､およびT37株と同

一一のクラスⅢβ交配型因子鰐αノ桝を持つ¶叫鮎再現乃刑)とはしかしながら和合性を
示すことを見出して 加〟および¢ノ変異は細抱の咄型に依存してク
ラスⅢβ圏d仰の作用相関わっている､すなわち血〟および¢ノの両†拾物

耐l傲まT甲博明包瑚こおいてクラスⅢβ交配型園子の一つ&叫脚の正常な作用を変

化させると結論した.この結論にをよ 刀㌘ノ遺伝子産掛まトリプトファンという栄諭的

供給の役割ばかりではなく血〟および¢ノの変勤果を部刑こ抑制する機能も有してお

り,ある条件で和合性交配を可能にするという興味ある事実が含まれることを著者は指衛

し血〟および¢ノ変異のクラスⅢβ/呼ノ細胞i封㌻る作岡モデルを提出した

審 査 結 果 の 要 旨

学位申請者ParthaPratimSamadder氏の学位論文審査が平成10年8月3

日､13時より信州大学農学部11番講議室において実施された.約30分間の公

開論文発表会が行われ､引き続いて質疑応答が行われた.その後学位論文審査

委員会が行われた.本研究の内容及び審査結果は以下のとうりである.

1.研究の背景と目的:

其核微生物である担子菌の子実体形成過程は､二核菌糸の無秩序な集合体か

ら条件が整えばその種特有の形態の子実体を形成する過程でありその機構には
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生物学的にたいへん興味が持たれる.これまでに多数の子実体形成促進物質が

報告されているが､子実体形成機構についてはほとんど解明されていない･本

研究の予備実験でインドールがスエヒロタケの子実体形成をひき起こすことが

判明していた.またカフェインはサイクリックAMP分解酵素の阻害剤としてよ

く知られている物質である.そこで著者は､遺伝的解析が進んでおりかつ子実

体形成までの期間が比較的短い担子菌スエヒロタケを実験材料にして､その子

実体形成におけるインドールとカフェインの作用を明らかにすることを目的と

した.

2.研究成果と審査概要:

本論文は1～4章で構成されている.口頭発表は概ね論文の構成にしたがっ

てなされた.その際行われた質疑はその内容のところに示した.序論につづく

第2章では､まず,T11株の菌糸破砕断片を紫外線照射することにより化合物耐

性変異株InR-13(インドール耐性,f〃dノ変異を持つ)とCa軋9(カフェイン耐性,

ゆノ変異を持つ)を選抜することに成功した･これらの形態的変化を観察して以

下のようなことを見出した.InR-13およびCaβ-9変異株は,それぞれインド

ール(35叫釘mりおよびカフェイン(4.叩釘mJ)を含む寒天培地上での菌糸の非抑

圧生長および圧扁形の生長をする特徴を有していた･いずれの変異株も非選択

培地上ではフラット(蝕)な菌糸形態を示し,それらの細胞内核分布は不規則

であった.さらにこれらの変異部位を解析して以下のことを明らかにした･血封

およびゆ上の両変異は,d,βいずれの交配型因子にも連鎖していなかった･

両化合物耐性変異株と化合物感受性の野性型株との和合性交配を行ったところ,

化合物に特異的な耐性変異は優性であることが判明した･これら変異株を用い

た交配株は50-60〝釘血Jのインドール存在下で子実体を形成し,それらの子実

体形成はジフェニルアミンや安息香酸を添加することで促進された･ここで以

上の変異株取得の経過について質問があり､さらに両変異株が優性を示す事に

っいて質擬がなされ著者により的確な応答があった･つぎに第3章では､親株

Tll(咋ノ=まT37(βαノ桝叩J)と完全な和合性を示すのにたいして､InR-13,

ca匹_9とすべてのインドール耐性子孫株(血封,咋ハ,カフェイン耐性子孫株

(ゆい叩ノ)は,T37株と半和合性を示すこと､およびT37株と同一のクラス

ⅠⅠⅠβ交配型因子(βαノ′βイ)を持つT40(βαノ′βイ,乃びノ)とはしかしながら和合性を

示すことを見出して､indlj3よびqPll変異は,細胞のTrp-/Trp+表現型に依

存して,クラスⅠⅠⅠβ交配型因子(βα叩イ)の作用に関わっている､すなわち血封

およびゆノの両化合物耐性変異は,Trp一細胞内においてクラスⅠⅠⅠβ交配型因子

の一つβαノ/βイの正常な作用を変化させると結論した･この結論には､乃びノ遺

伝子産物は,トリプトファンという栄養的供給の役割ばかりではなく血ム仁およ

び少Jの変異効果を部分的に抑制する機能も有しておりlある条件で和合性交

配を可能にするという興味ある事実が含まれることを著者は指摘した･そして

血飢㌧およびゆノ変異のクラスⅠⅠⅠβ/咋J細胞に対する作用モデルを授出し

ている.ここで乃びり遺伝子産物の作用､血射通伝子の内容について質問がな

-32-



された･今後の研究の展開も含めて活発な質疑がなされた.また､説明に用い

たトリプトファン合成経路について重要な指摘および指尊があった.第4章は

全体の考察とまとめがなされている.

論文発表後の審査委員会では研究の内容について好評価が与えられた.論文

については､記述ミスの指摘､修正の指導があった.さらに､提出された作用

モデルの評価について今後の研究の展開方向も含めて質疑がなされた.その結

果本論文の内容は､担子菌の子実体形成の研究分野に貴重な知見をもたらし､

学術的に価値あるものと評価された.以上のことから､審査委員全員一致で本

論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の博士(農学)の学位論文として合格と

判定した.
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